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	この遺伝子は、造血を制御するクラスIII受容体チロシンキナーゼをコードしています。この受容体は、細胞外ドメインへのfms関連チロシンキナーゼ3リガンドの結合によって活性化され、細胞膜上でホモ二量体形成を誘導し、受容体の自己リン酸化を引き起こします。活性化された受容体キナーゼは、その後、骨髄中の造血細胞のアポトーシス、増殖、および分化に関与する経路において、複数の細胞質エフェクター分子をリン酸化および活性化します。この受容体の恒常的活性化をもたらす変異は、急性骨髄性白血病および急性リンパ芽球性白血病を引き起こします。
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	CD135 抗体を使用した 4T1 溶解物中の CD135 のウエスタン ブロット分析。

